
ひろしま市議会だより（3）　令和５年(２０２３年)４月

YouTube、フェイスブックでも市議会情報を発信しています。〔YouTube〕https://www.youtube.com/user/citycouncilhiroshima〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

問
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
児
童
生
徒
と

共
同
し
て
「
校
則
」
な
ど
の
ル
ー
ル

を
作
る
参
画
型
の
教
育
が
必
要
。
多

様
性
を
求
め
る
時
代
背
景
に
お
い

て
、
性
別
に
関
係
な
く
制
服
を
選
択

で
き
る
べ
き
だ
が
、
制
服
の
在
り
方

に
つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

答
「
制
服
」
は
、
保
護
者
の
主
体

的
な
選
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
児
童
生
徒
の
多
様
性
も
踏
ま

え
、
性
別
に
関
係
な
く
選
択
で
き

る
よ
う
に
し
た
学
校
も
増
え
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
校
長
会

等
を
通
じ
て
こ
う
し
た
事
例
を
周

知
し
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を

促
し
て
い
き
た

い
。 多

様
性
に
満
ち
た
学
校
づ
く
り

１ 改正離島振興法
　離島振興法は、離島を有する地方公共団体等で、島民生活の向上等を目的とし
た法律の制定に対する要望が高まったことを背景として昭和28年に制定され、
以降10年ごとに改正が行われてきた。この度の改正では、法期限の10年間延長
に加え、離島の役割として、再生可能エネルギーの導入および活用、離島振興に
おいて「関係人口」のような島外の人材を巻き込んでいく視点が追加された。

２ 付帯決議
　議会または委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事
件について付随的に付けられる意見または要望の決議のこと。法的拘束力はな
いが、市長等に政治的、道義的な責務を負わせる議会・委員会の事実上の意思表
明となる。

３ 個別避難計画
　高齢者や障害者など、災害時に自力で避難することが困難な方（避難行動要支
援者）が適切な避難行動をとれるよう、「誰と」、「どこに」、「どうやって」避難する
かなどを個別に記載した計画のこと。

４ ハンプ
交通安全対策のために、道路上に設けたこぶ状の部分のこと。この上を、車が

速度を出して通過すると、運転者は衝撃による不快感を覚える。運転者にこの存
在を事前に知らせることで、速度抑制の効果が期待できる。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

●
森
畠
秀
治

（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会
・
東
区
）

・
財
政

・
路
線
バ
ス
「
上
下
分
離
方
式
」

・
温
品
・
中
山
地
区
の
雨
水
対
策

●
吉
瀬
康
平

（
日
本
共
産
党
・
東
区
）

・
平
和
都
市
広
島
と
し
て
の
役
割

・
中
央
図
書
館
等
の
再
整
備

・
子
育
て
支
援

・
可
部
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
拡
張

建
替
え

●
馬
庭
恭
子

（
無
党
派
ク
ラ
ブ
・
中
区
）

・
国
際
平
和
文
化
都
市
の
市
長
と
し
て

の
政
治
姿
勢

・
図
書
館
移
転

・
内
部
監
査(

広
島
商
工
会
議
所
へ
の

定
期
賃
貸
借
契
約)

・
多
文
化
共
生

・
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後

・
精
神
保
健
福
祉
行
政

●
椋
木
太
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連

・
子
育
て
支
援
関
連

●
石
橋
竜
史

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
中
央
図
書
館
等
の
再
整
備

●
西
田
浩

（
公
明
党
・
安
佐
北
区
）

・
こ
ど
も
医
療
費
補
助
の
所
得
制
限
撤

廃
・
広
島
拘
置
所
の
外
塀
の
壁
画
保
存

・
不
登
校
対
策

・
安
佐
市
民
病
院
移
転
に
伴
う
施
策
と

今
後

・
安
佐
動
物
公
園
の
再
整
備

●
三
宅
朗
充

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
北
区
）

・
通
学
路
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

・
学
校
安
心
ル
ー
ル
の
導
入

・
魅
力
と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

問
中
央
図
書
館
を
エ
ー
ル
エ
ー
ル
Ａ

館
に
移
転
し
た
場
合
、
中
古
建
築
物

と
い
う
建
築
構
造
の
問
題
、
配
送
の

た
め
の
駐
車
場
確
保
の
問
題
な
ど
、

数
多
く
の
課
題
が
あ
る
。い
ま
一
度
、

こ
こ
で
思
い
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
令
和
５
年
１
月
の
総
務
委
員
会

に
お
い
て
、
中
央
図
書
館
等
の
再

整
備
地
を
エ
ー
ル
エ
ー
ル
Ａ
館
と

す
る
「
広
島
市
立
中
央
図
書
館
等

再
整
備
基
本
計
画
（
案
）」
を
報

告
し
た
と
こ
ろ
、
同
委
員
会
の
多

く
の
委
員
か
ら
「
良
い
施
設
に
な

る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
」、「
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
し
っ
か
り
確
保
し
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
Ａ
館
で
の
再

整
備
に
賛
成
す
る
意
見
等
が
あ
っ

た
た
め
、
議
会
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
意
見
を
無
視
す
る
な

問
世
界
か
ら
広
島
市
民
に
託
さ
れ
た

「
平
和
の
聖
地
を
築
く
」
と
の
使
命

を
胸
に
、
中
央
図
書
館
の
駅
前
移
転

の
再
考
を
、
ま
た
「
さ
ら
な
る
審
議

を
求
め
る
」
と
の
多
く
の
市
民
の
声

を
、
本
市
は
い
か
に
受
け
止
め
、
今

後
、
い
か
に
反
映
す
る
の
か
。

答
中
央
図
書
館
の
再
整
備
に
当

た
っ
て
は
、付
帯
決
議
に
沿
っ
て
、

市
民
、
議
会
、
有
識
者
な
ど
の
関

係
者
か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
た
上

で
、
広
島
市
立
図
書
館
再
整
備
方

針
を
策
定
す
る
な
ど
手
続
き
を
経

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
市
議
会
の
了
承
を

得
て
、
移
転
整
備
を
着
実
に
進
め

て
い
き
た
い
。

中
央
図
書
館
再
整
備
の
審
議
を
尽
く
す

問
重
度
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
補

助
制
度
実
施
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修

費
用
は
、
県
内
他
市
町
平
均
が
約

１
７
０
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
本

市
は
１
億
１
１
０
０
万
円
と
約
65
倍

で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
妥
当
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答
本
市
の
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
昭
和
42
年
に
導
入
後
、
順
次

各
種
業
務
の
整
理
統
合
を
行
っ
て

お
り
、
現
在
は
、
生
活
保
護
、
児

童
福
祉
な
ど
の
86
事
業
で
活
用
す

る
大
規
模
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。
改
修
に
当
た
り
、
シ
ス
テ
ム

設
計
等
の
大
幅
な
改
修
が
必
要

だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
伴
う
費
用

が
多
額
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
改
修
に
多
額
の
費
用

問
戦
後
ま
も
な
く
、世
界
の
人
々
は
、

広
島
市
の
復
興
を
願
う
に
当
た
り
、

爆
心
地
の
近
く
と
な
る
都
心
部
に
、

図
書
館
を
は
じ
め
と
し
た
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
文
化
施
設
の
整
備
を

求
め
た
が
、
そ
の
意
図
は
何
で
あ
っ

た
と
受
け
止
め
る
の
か
。

問
ヒ
ロ
シ
マ
に
と
っ
て
貴
重
な
画
家

で
あ
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

故
入
野
忠
芳
氏
が
描
い
た
広
島
拘
置

所
外
塀
の
壁
画
を
取
り
壊
す
の
は
非

常
に
も
っ
た
い
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
以

外
で
の
保
存
方
法
も
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

問
世
界
三
大
珍
獣
の
一
つ
で
あ
る
コ

ビ
ト
カ
バ
の
導
入
に
期
待
が
膨
ら
む

安
佐
動
物
公
園
だ
が
、
再
整
備
に
よ

り
、
広
域
的
な
集
客
力
の
向
上
を
含

め
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。

答
本
市
は
、
昭
和
45
年
か
ら
、
最

高
目
標
と
な
る
都
市
像
に
「
国
際

平
和
文
化
都
市
」
を
掲
げ
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
被
爆

後
の
世
界
各
地
の
世
論
が
ど
の
よ

う
な
施
設
設
置
を
求
め
る
も
の

だ
っ
た
か
詳
細
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
そ
の
思
い
は
、
廃
虚
と
化

し
た
本
市
の
戦
災
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
を
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
広
島
の
思
い
に
通
ず
る
も

の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

答
制
作
者
の
ご
遺
族
の
要
望
を
踏

ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
す
る
方

針
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
10
月
に

ご
遺
族
よ
り
改
め
て
「
壁
画
を
保

存
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
、
方
針
転
換
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
、
ご
遺
族
や
保
存
の

会
か
ら
の
保
存
方
法
等
に
つ
い
て

の
意
向
が
固
ま
っ
た
段
階
で
、
具

体
的
な
検
討
を
行
い
、
同
拘
置
所

と
も
協
議
の
上
、
必
要
な
対
応
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

答
現
在
、
希
少
動
物
の
導
入
や
人

気
動
物
を
さ
ら
に
間
近
で
観
ら
れ

る
よ
う
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
あ

る
。
希
少
動
物
の
繁
殖
に
成
功
す

れ
ば
、
種
の
保
存
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
公
開
に
よ

り
話
題
性
の
高
い
展
示
が
可
能
と

な
る
。
再
整
備
を
行
う
こ
と
で
、

飼
育
環
境
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

来
園
者
に
と
っ
て
の
魅
力
が
格
段

に
向
上
し
、
広
域
的
な
集
客
力
の

向
上
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

世
界
の
声
に
応
え
る
文
化
施
設
を

広
島
拘
置
所
外
塀
壁
画
の
保
存
を

安
佐
動
物
公
園
の
再
整
備

問
本
市
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る
上

で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。
ま

た
、
個
別
避
難
計
画
の
実
効
性
を
確

保
す
る
に
は
避
難
訓
練
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
の
視
点
に
立
ち
、
空
き
家
を
地
域

の
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し
た
い
人

と
、
空
き
家
を
提
供
し
た
い
人
と
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
要
介
護
度
の
高
い
方
な
ど
が
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
に
滞
在
す
る

こ
と
へ
の
不
安
か
ら
避
難
を
た
め

ら
う
こ
と
や
、
地
域
の
方
が
支
援

者
と
な
る
こ
と
に
重
い
責
任
を
感

じ
、
不
安
を
訴
え
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
作
成
し
た
個
別
避
難
計
画
の

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
要

支
援
者
が
参
加
す
る
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
避
難
支
援
を
実
際
に
行

う
町
内
会
単
位
で
の
訓
練
な
ど
を

新
た
な
補
助
対
象
と
し
、
地
域
の

防
災
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

答
本
市
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、お
お
む
ね

小
学
校
区
を
単
位
と
し
た「
新
た
な

協
力
体
制
」づ
く
り
を
提
案
し
、市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。こ
の「
新
た
な
協
力
体
制
」

に
お
い
て
、空
き
家
情
報
の
共
有
化

に
よ
る
地
域
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、将
来
的
に
全

て
の
小
学
校
区
で「
新
た
な
協
力
体

制
」づ
く
り
が
進
む
よ
う
積
極
的
に

そ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

個※
３

別
避
難
計
画
の
課
題
と
実
効
性

空
き
家
対
策
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を

問
痛
ま
し
い
子
ど
も
の
交
通
事
故
な

ど
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
根
絶
に
向

け
、
通
学
路
等
へ
の
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
近
隣
地
域
と
連

携
し
て
、
車
両
の
速
度
を
抑
制
す
る

「
ハ※
４

ン
プ
」
の
設
置
を
希
望
す
る
が
、

ど
う
か
。

答
ハ
ン
プ
の
設
置
は
、
運
転
者
に

減
速
や
一
時
停
止
を
促
す
な
ど
の

効
果
が
期
待
で
き
、
歩
行
者
を
守

る
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
に
な
る
。

し
か
し
、
沿
道
に
対
し
て
、
ハ
ン
プ

を
通
過
す
る
車
両
に
よ
る
騒
音
・

振
動
の
影
響
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
、
何
ら
か
の
配

慮
が
必
要
と
な
る
。
新
設
箇
所
周

辺
の
住
民
や
学
校
関
係
者
な
ど
と

の
合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
、
県

警
と
連
携
し
、
最
高
時
速
が
30
㌔

㍍
に
規
制
さ
れ
て
い
る
区
域
内
へ

の
ハ
ン
プ
設
置
に
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。　※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。




